
















Development of generation system by the wind power and the solar
Toshikazu NOZAWA
Abstract
    A trial to use power of nature as an energy source is promoted recently. In this study, I 
develop an interesting generation system using solar and wind power. We use wind flow over 






















































1.33= 1.7 ～ 2.2 倍の発電量の増加が見込めることになります。この領域に，風力発電の風
車を設置することにより，風力発電と太陽光発電の単なる組み合わせから，組み合わせる
ことによって風力による発電量が増大する，理想像に近いハイブリットシステムが実現す
ることとなります。もちろん，風はあらゆる方向から吹きますので，現在，あらゆる風向
から吹く風を積極的に取り込む，図－２のような流れ制御システムの開発を進めています。
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図－２　流れ制御システム
写真－１　水平軸直線翼型風車
　ハイブリットシステムに使用する風力発電装置は，写真－１に示すような『水平軸直線
翼型風車』であり，直線翼風車の軸を水平にしたものです。直線翼風車は垂直軸としたも
のが殆どですが，設置する際に支持部分に曲げ応力が発生し，過大な基礎が必要となりま
すが，水平軸とした場合，単純ばりにモデル化することができ，支点部分に曲げ応力が発
生せず，簡単な支持構造とすることが可能となります。組み合わせる風車は，抗力タイプ
と揚力タイプがあり，弱い風しか吹かない場合は，低い風速から起動する抗力タイプの風
車を，強い風が吹く場合は，揚力タイプの風車を組み合わせて発電をします。ハイブリッ
ト発電システム実用化のイメージとしては，図－３のように切妻屋根などの屋根が傾斜し
ている体育館や工場など，比較的大きな建物を想定しており，棟部分に風車を設置するこ
とにより，棟部分に作用する局部風圧による風荷重の低減効果も期待することができると
考えています。
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体育館、工場などの大スパン建築物
水平軸直線翼型風車（抗力タイプ）
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図－３　ハイブリットシステム実用化イメージ
４．今後の展開
　風力・太陽光ハイブリット発電システムは，風エネルギー吸収型制風デバイスの応用例
の一つとして開発しています。台風や竜巻に代表される強風は，建物破損などのいろいろ
な被害を引き起こします。水平軸直線翼風車は，強風が吹く場所の風環境を改善すること
を目的に，『風エネルギー吸収型制風デバイス』として開発しました。従来の強風制御と
言えば，防風林などの植栽や防風フェンスなどで風を堰き止める方法が主流ですが，『風
エネルギー吸収型制風デバイス』は，風エネルギーを風車の回転力にエネルギー変換し，
更には発電機により電力も取り出そうと言うものです。開発したデバイスは，風速を 10
分の１に弱めることができます。ご紹介したハイブリットシステムの他に，従来の防風林
などに替わるものやビル風を制御する『制風・発電システム』として応用を考えています。
現在までに，『制風システム』として写真－２のような実大模型を使って大型風洞実験を
実施し，有効性を確認しています。
　　写真－２　風エネルギー吸収型制風システム
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　『強風は悪者』が従来の常識でしたが，『悪者の強風を味方に』し，安全・安心な社会の
実現と低炭素社会の両立を目指すことを使命とし，人々が『心地よい』と感じるような研
究開発を行っていきます。
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